
人権教育 年間指導計画（１学年） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学 級 
経 営 

人権教育の目

標にかかわる

学級の目標を

設定する。 

生徒理解を深め、教師と生徒、生徒相互の望ましい

人間関係を築く。すべての生徒の学校生活への適

応を図る。 

一人一人が個性や能力を発揮して活躍できる場や

機会を設定することにより、学級の一員として認

められているという存在感、安心感をもつことが

できるようにする。 

言語環境の適正化を図り、教

室・廊下の掲示物等を整え、教

育環境の整備を図る。 

１年間の学校生活を振り返

り、自己の成長を確認させる

指導をする。 
 

 
 
 
 
各教科 
 
 
 
 

           

 
 
道 徳 
 
 

礼儀 

節度を守り望

ましい習慣を

身に付ける。 

集団生活の向

上 

集団とのかか

わりから｢権利

と義務｣｢事由

と責任｣につい

て考える。 

異性の理解と

尊重 

互いに正しい

理解を深め、相

手の人格を尊

重する。 

公正・公平 

障害者に対す

る偏見や差別

のない社会の

実現に努める。 

郷土愛 

先人や高齢者

に尊敬と感謝

の念をもつ。 

思いやり・親切 

相手の気持ち

を考え、思いや

りを大切にす

る心情をもつ。 

社会の秩序と

規律 

自他の権利を

重んじ、義務を

確実に果たす。 

生命尊重 

生命の尊さを

理解し、かけが

えのない自他

の生命を尊重

する。 

世界の中の日

本人 

差別や偏見を

もたず、人間と

して尊重し合

う。 

友情・信頼 

友情の尊さを

理解し、友達と

互いに励まし

合い高め合う。 

自然愛護 

自然を愛護し、

美しいものに

感動する豊か

な心をもつ。 

 
特 別 
活 動 
 

学級活動 

人権教育の目

標にかかわる

学級の目標を

設定する。 

学校行事： 

運動会 

周囲の生徒へ

の気配りや思

いやりの態度

を育て、相手を

尊重する態度

を養う。 

生徒会活動 

姉妹都市であ

る東根市との

交流を通して、

他地域との関

わりについて

考える。 

  学校行事： 

文化発表会 

自分の考えを

まとめ発表す

る。 

     

 
総合的 
な学習 
の時間 
 

           

 
その他 
 

           

 

 
 
 
 

家庭｢自分の成長

と家族｣ 
自分の成長と家

族や家庭生活と

のかかわりにつ

いて考え、家庭

の機能について

理解を深める。 

保健体育｢心身の機能

の発達と心の健康｣ 
異性への関心の高ま

りに伴い、異性の尊

重、情報への適切な

対処や行動選択の在

り方について理解を

深める。 

国語｢弁論作文｣ 
作文を書く。 

数学｢図形｣ 
図形に対する直

感的な見方や考

え方を深め、論

理的に考察し、

表現する能力を

身に付ける。 

保健体育｢球技｣ 
競争や協同の経

験を通して、公

正に取り組み、

互いに協力する

意欲や態度を身

に付ける。 

英語｢言語活動、話すこ

と｣ 
外国語を通じて、積極的

にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとす

る態度を身に付ける。 

技術｢情報に関する技術｣ 
個人情報の保護、情報モラル

について理解を深める。 

社会｢室町文化｣ 
身分差別を受けていた

人々によってつくられた

すぐれた庭園や芸能につ

いて理解を深める。 

柏学園宿泊訓練 
寝食をともにする

集団生活を通し

て、互いを認め合

う心を育てる。 

職業調べ 
さまざまな職業について調べる中

で、社会の中でそれぞれの職業が果

たしている役割を認識し、より良い

社会をつくることに積極的にかかわ

ろうとする態度を育てる。 



人権教育 年間指導計画（２学年） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 
学 級 
経 営 

人権教育の目

標にかかわる

学級の目標を

設定する。 

生徒理解を深め、教師と生徒、生徒相互の望ましい

人間関係を築く。すべての生徒の学校生活への適

応を図る。 

一人一人が個性や能力を発揮して活躍できる場や

機会を設定することにより、学級の一員として認

められているという存在感、安心感をもつことが

できるようにする。 

言語環境の適正化を図り、教

室・廊下の掲示物等を整え、教

育環境の整備を図る。 

１年間の学校生活を振り返

り、自己の成長を確認させる

指導をする。 
 

 
 
 
 
各教科 
 
 
 
 

           

 
 
道 徳 
 
 

礼儀 

節度を守り望

ましい習慣を

身に付ける。 

集団生活の向

上 

集団とのかか

わりから｢権利

と義務｣｢事由

と責任｣につい

て考える。 

異性の理解と

尊重 

互いに正しい

理解を深め、相

手の人格を尊

重する。 

公正・公平 

障害者に対す

る偏見や差別

のない社会の

実現に努める。 

郷土愛 

先人や高齢者

に尊敬と感謝

の念をもつ。 

思いやり・親切 

相手の気持ち

を考え、思いや

りを大切にす

る心情をもつ。 

社会の秩序と

規律 

自他の権利を

重んじ、義務を

確実に果たす。 

生命尊重 

生命の尊さを

理解し、かけが

えのない自他

の生命を尊重

する。 

世界の中の日

本人 

差別や偏見を

もたず、人間と

して尊重し合

う。 

友情・信頼 

友情の尊さを

理解し、友達と

互いに励まし

合い高め合う。 

自然愛護 

自然を愛護し、

美しいものに

感動する豊か

な心をもつ。 

 
 
特 別 
活 動 
 

学級活動 

人権教育の目

標にかかわる

学級の目標を

設定する。 

学校行事： 

運動会 

周囲の生徒へ

の気配りや思

いやりの態度

を育て、相手を

尊重する態度

を養う。 

生徒会活動 

姉妹都市であ

る東根市との

交流を通して、

他地域との関

わりについて

考える。 

  学校行事： 

文化発表会 

自分の考えを

まとめ発表す

る。 

    

 
総合的 
な学習 
の時間 
 

           

 
その他 
 

           

 

 
 
 
 

社会｢室町文化｣ 
身分差別を受けていた人々

によってつくられたすぐれ

た庭園や芸能について理解

を深める。 

社会｢江戸時代の身分制度｣ 
社会秩序の形成のなかで身

分差別が広がっていったこ

とについて理解を深める。 

社会｢市民革命｣ 
ヨーロッパの市民革命

を通して、人権の獲得

が人類の多年にわたる

自由獲得の成果である

ことを認識する。 

社会｢明治維新・解放令｣ 
四民平等実現のため、明治

政府が発した「解放令」に

より、江戸時代に差別され

てきた人々の差別がより一

層助長された事実を理解す

る。 

家庭科｢消費と環境｣ 
消費者を取り巻く問題

から消費者の権利とそ

の保護について理解を

深める。 

「菅平移動教室」 
寝食をともにする集団

生活を通して、互いを

認め合う心を育てる。 

「職場体験」 
実地での職業体験を通して、コミュニケ

ーション能力や社会性及び社会人とし

てのマナーを学ぶ。 



人権教育 年間指導計画（３学年） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

 
学 級 
経 営 

人権教育の目

標にかかわる

学級の目標を

設定する。 

生徒理解を深め、新しい学級での生活に適応を図

り、望ましい人間関係を築く。ガイダンス機能の充

実を図る。 

学級生活の向上を図るとともに、自己のよさを発揮し、個性を伸ば

す適切な進路の選択が主体的にできるよう、支援する。進路にかか

わる相談機能を充実させる。 

これまでの学校生活を振り返り、感謝の気持ち

をもたせるとともに、これからの自己の生き方

を考えさせる。 

 
 
各教科 
 
 

           

 
 
道 徳 
 
 

 集団生活の向

上 

集団とのかか

わりから｢権利

と義務｣｢事由

と責任｣につい

て考える。 

社会の秩序と

規律 

自他の権利を

重んじ、義務を

確実に果たす。 

公正・公平 

差別や偏見の

ない社会の実

現に努める。 

郷土愛 

先人や高齢者

に尊敬と感謝

の念をもつ。 

異性の理解と

尊重 

互いに正しい

理解を深め、相

手の人格を尊

重する。 

  世界の中の日

本人 

差別や偏見を

もたず、人間と

して尊重し合

う。 

生命尊重 

生命の尊さを

理解し、かけが

えのない自他

の生命を尊重

する。 

自然愛護 

自然を愛護し、

美しいものに

感動する豊か

な心をもつ。 

 
特 別 
活 動 
 

学級活動 

人権教育の目

標にかかわる

学級の目標を

設定する。 

学校行事： 

運動会 

周囲の生徒へ

の気配りや思

いやりの態度

を育て、相手を

尊重する態度

を養う。 

生徒会活動 

姉妹都市であ

る東根市との

交流を通して、

他地域との関

わりについて

考える。 

  学校行事： 

文化発表会 

自分の考えを

まとめ発表す

る。 

     

 
総合的 
な学習 
の時間 
 

           

 
その他 
 

           

 

社会｢日本国憲法と基本的人権｣ 
基本的人権の理念が人類の多年

にわたる自由獲得の努力の成果

であり，日本国憲法は人権尊重

主義を徹底しようとしているこ

とを理解する。 

理科｢自然と人間｣ 
自然界ではさまざま

な生き物が互いにつ

りあいを保って生活

し、自然環境はこう

した自然界の釣合い

の上に成り立ってい

ることを理解すると

ともに、自然環境を

保全することの重要

性を認識する。 

社会｢国民生活の向上と

福祉｣ 
少子高齢社会における社

会福祉のあり方やそれに

伴う介護保険制度のしく

みについて理解する。ボ

ランティア活動をする上

で必要なことがらや配慮

しなければならないこと

がらを理解する。 

社会｢国際社会と人類

の課題｣ 
南北問題、食糧、資

源エネルギー、国際

紛争などの現代の国

際社会における諸問

題を、人権の尊重と

いう視点から理解す

る。 

社会｢第一次世界大戦・第二次

世界大戦｣ 
二度の大戦に関連して、アジア

の民族独立、朝鮮での皇民化政

策、原子爆弾の投下などの学習

を通して、戦争が人権に与える

影響を考える。 

英語｢I have a dream｣ 
アメリカの公民権運動

についての学習を通し

て、人権の大切さを考

える。 

修学旅行 
さまざまな文化にふれて見識を広げるとと

もに、寝食をともにする集団生活を通し

て、互いを認め合う心を育てる。 

生き方講演会 
さまざまな講演を聞くことを通して、卒業後の自

分の生き方について考える機会をつくり、他者や

社会と調和して生きようとする態度を養う。 

面接マナー講座 
卒業後の進路選択に向けて、社会人

として必要なマナーに対する心構え

や所作を学ぶ。 


